
平成１９年度 旭市老人保健特別会計予算の概要 

１．予算規模 

平成１９年度当初予算額 ４，４３８，０００千円

平成１８年度当初予算額 ４，４７１，０００千円

比  較 △３３，０００千円（０．７％減）

老人保健特別会計事業は、支払基金交付金、国庫支出金、県支出金及び市の繰入金等で運用してい

るものであり、歳出中に占める医療諸費が 99.0％を占めており、老人の医療費の増減によって影響

を受けやすい。

平成19年度の老人保健特別会計の予算規模は、対前年度33,000千円、0.7％の減である。

２．歳 入 

(１)	 支払基金交付金は、2,266,848千円で、対前年度118,150千円、5.0％の減を見込んだ。

内訳は、医療費交付金に2,247,505千円、審査支払手数料交付金に19,343千円を計上した。

(２)	 国庫支出金は、医療費負担金として1,417,665千円で、対前年度、57,338千円、4.2％の増を

見込んだ。 

(３)	 県支出金は、医療費負担金として354,417千円で、対前年度14,335千円、4.2％の増を見込ん

だ。 

(４) 	繰入金は、367,934千円で、対前年度12,925千円、3.6％の増を見込んだ。

内訳は、一般会計からの事務費繰入金として 13,518 千円、老人医療費繰入金として 354,416

千円を計上した。 

(５) 	繰越金は、30,000千円を計上した。

(６)	 その他の収入は、諸収入に1,136千円を計上した。

３．歳 出 

(１) 総務費は、一般管理費として13,518千円で、対前年度1,410千円、9.4％の減を見込んだ。

(２)	 医療諸費は、4,393,343千円で、対前年度32,145千円、0.7％の減を見込んだ。

内訳は、医療給付費に4,300,000千円、医療費支給費に74,000千円、審査支払手数料に19,343

千円を計上した。 

(３)	 その他の支出は、諸支出金に3千円、予備費に31,136千円を計上した。
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平成１９年度　旭市老人保健特別会計予算

　　１．歳　　　入 　　　　（単位：千円）

区　　　 　　　　分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 １ ８ 年 度 比　較　増　減

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

1 支 払 基 金 交 付 金  2,266,848 51.1 % 2,384,998 53.4 % △ 118,150 △ 5.0 % 

2 国 庫 支 出 金 1,417,665 31.9 % 1,360,327 30.4 % 57,338 4.2 % 

3 県 支 出 金 354,417 8.0 % 340,082 7.6 % 14,335 4.2 % 

4 繰 入 金 367,934 8.3 % 355,009 7.9 % 12,925 3.6 % 

5 繰 越 金 30,000 0.7 % 30,000 0.7 % 

6 諸 収 入 1,136 0.0 % 584 0.0 % 552 94.5 % 

合　　　　　　　　計 4,438,000 100.0 % 4,471,000 100.0 % △ 33,000 △ 0.7 %

　　２．歳　　　出 　　　　（単位：千円）

区　　　 　　　　分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 １ ８ 年 度 比　較　増　減

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

1 総 務 費 13,518 0.3 % 14,928 0.3 % △ 1,410 △ 9.4 % 

2 医 療 諸 費 4,393,343 99.0 % 4,425,488 99.0 % △ 32,145 △ 0.7 % 

3 諸 支 出 金 3 0.0 % 3 0.0 % 

4 予 備 費 31,136 0.7 % 30,581 0.7 % 555 1.8 % 

合　　　　　　　　計 4,438,000 100.0 % 4,471,000 100.0 % △ 33,000 △ 0.7 %
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